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い
手
確
保
・
育
成
」
を
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
劇
的

に
法
律
、
制
度
、
発
注
者
・
受
注
者
の
意
識
が
変
わ
っ

た
の
は
、
国
土
交
通
省
の
発
注
・
産
業
行
政
、
設
計
、
元

請
、
下
請
に
加
え
、
職
人
の
労
働
組
合
な
ど
が
将
来
の

建
設
産
業
に
対
す
る
危
機
感
を
共
有
し
、「
変
化
」
す
る

こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
腹
を
く
く
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　

日
本
建
設
業
連
合
会
が
今
春
公
表
し
た
『
再
生
と
進

化
に
向
け
て

│
建
設
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は

「
二
〇
二
五
年
ま
で
に
た
く
ま
し
い
建
設
業
に
再
生
す

る
た
め
の
道
筋
を
可
能
な
限
り
示
し
た
」
と
宣
言
す
る

一
方
、「
世
代
交
代
を
実
現
し
な
け
れ
ば
、
十
年
を
経
ず

し
て
建
設
業
の
生
産
体
制
は
破
た
ん
し
か
ね
な
い
極
め

て
危
機
的
状
況
に
至
っ
て
い
る
」
と
厳
し
い
状
況
認
識

も
示
し
た
。

　

専
門
工
事
業
も
経
営
者
団
体
も
、
い
ち
早
く
職
人
の

社
会
保
険
加
入
促
進
を
標
榜
、
事
実
上
の
二
次
下
請
に

な
る
専
属
班
、
繁
忙
期
の
職
人
応
援
、
外
注
な
ど
偽
装

請
負
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
れ
ま
で
の
慣
習
改
善
に

乗
り
出
し
始
め
た
。

　

社
会
保
険
加
入
は
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
大
前
提

で
あ
り
、
処
遇
改
善
に
は
生
産
シ
ス
テ
ム
の
重
層
化
是

正
は
避
け
て
通
れ
な
い
が
、
容
易
で
は
な
い
。

　

二
〇
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ゾ
ウ
の
時
間
ネ
ズ
ミ

の
時
間

│
サ
イ
ズ
の
生
物
学
』（
本
川
達
雄
著
）
は
、

外
部
環
境
は
よ
り
劇
的
に
変
化

二
〇
一
二
年
十
二
月
、
第
二
次
安
倍
政
権
発
足
で
幕
を

閉
じ
る
。
経
済
成
長
戦
略
で
あ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

「
三
本
の
矢
」
に
い
た
っ
て
は
、
わ
ず
か
二
年
半
前
の
こ

と
で
あ
る
。
多
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
八
〇
年

と
い
わ
れ
る
人
生
の
半
分
を
占
め
る
会
社
人
生
の
う
ち
、

二
年
半
は
ほ
ん
の
一
コ
マ
に
過
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
、
建
設
産
業
に
携
わ
る
人
間
に
と
っ
て
会
社

員
生
活
の
一
コ
マ
に
過
ぎ
な
い
こ
の
二
年
半
は
、
十
数

年
間
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、
好
循
環
の
流
れ
へ

の
道
筋
を
つ
け
た
だ
け
で
な
く
、
高
度
成
長
期
以
降
の

五
〇
年
の
間
で
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
一
気
に

解
決
し
よ
う
と
し
た
、最
も
濃
密
な
二
年
半
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
以
外
、
こ
の
二

年
半
に
建
設
産
業
界
で
起
き
た
こ
と
は
好
循
環
へ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
だ
け
で
も
、
設
計
労
務
単
価
の
毎
年
度
引
き

上
げ
、
社
会
保
険
加
入
促
進
へ
の
官
民
挙
げ
た
取
組
み

開
始
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
へ
向
け
た
既
存
イ
ン
フ

ラ
の
点
検
義
務
化
や
国
、
全
地
方
自
治
体
に
対
す
る
イ

建
設
産
業
の
現
在
と
今
後
を
展
望
す
る
意
味
で
も
興
味

深
い
。
要
約
す
れ
ば
、
動
物
の
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
寿
命

が
違
う
こ
と
は
、
動
物
ご
と
に
「
時
間
」
が
違
い
、
そ

の
時
間
を
計
る
「
時
計
」
も
違
う
と
い
う
も
の
。

　

い
ま
建
設
産
業
が
直
面
す
る
の
は
、
日
本
全
体
に
突

き
つ
け
ら
れ
た
人
口
減
少
に
と
も
な
う
「
縮
む
労
働

力
」
と
、
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
ど
こ
ろ
か
、「
ネ
ズ
ミ
の
時

間
」
で
変
化
す
る
民
間
顧
客
や
行
政
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
だ
。
こ
れ
ら
は
言
い
換
え
れ
ば
、「
担
い
手
確
保
・
育

成
」
と
「
生
産
性
向
上
」
と
い
う
建
設
産
業
に
突
き
つ

け
ら
れ
た
大
命
題
に
行
き
着
く
。

　

と
く
に
生
産
性
向
上
は
建
設
産
業
の
側
か
ら
見
れ
ば
、

省
人
化
・
省
力
化
な
ど
施
工
の
効
率
化
で
収
益
を
確
保

す
る
た
め
の
取
組
み
と
映
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
劇
的
な
進
展
に
よ
っ
て
、
民
間
顧
客
の
ニ
ー

ズ
は
建
設
産
業
の
認
識
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し

て
い
る
。

　

い
ま
製
造
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
な
か
で
、
重

大
な
関
心
を
寄
せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
二
つ
あ
る
。
一
つ

は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」（Internet of T

hings

、
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
だ
。
製
品
の
企
画
・
製
造
・
流
通
・
販

売
・
修
理
・
取
り
替
え
・
廃
棄
ま
で
に
発
生
す
る
デ
ー

タ
を
集
約
・
解
析
し
、
事
業
に
反
映
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ

る
「
も
の
づ
く
り
の
サ
ー
ビ
ス
業
化
」。

　

具
体
的
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
に
セ
ン
サ
ー
を
取

り
付
け
、
そ
こ
か
ら
収
集
し
た
大
量
の
デ
ー
タ
を
解
析

し
、
保
守
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
運
営
な
ど
の
ト
ー
タ
ル
コ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
と
維
持
管
理
の
た
め
の
施
設
管
理

計
画
策
定
の
義
務
化
、
国
土
強
靱
化
を
目
的
に
し
た
事

前
防
災
・
減
災
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
対
応
、
地
方
創
生
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
、
建
設
産
業
が
今
後
も
健
全

に
成
長
・
維
持
す
る
た
め
の
担
い
手
確
保
・
育
成
を
新

た
な
柱
と
し
て
追
加
し
た
改
正
品
確
法
な
ど
担
い
手
三

法
、
土
木
積
算
基
準
改
定
な
ど
相
当
数
に
の
ぼ
る
。

　
「
単
品
受
注
生
産
」「
自
ら
市
場
を
創
出
・
拡
大
す
る

こ
と
が
難
し
い
工
事
請
負
の
特
殊
性
」「
細
分
化
さ
れ

た
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
」。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
高
度

成
長
期
以
降
、「
建
設
業
冬
の
時
代
」「
バ
ブ
ル
時
代
」

「
バ
ブ
ル
崩
壊
」「
財
政
抑
制
と
連
動
し
た
公
共
事
業
抑

制
」「
民
需
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
」
な
ど
外
的
環
境
の
変
化
に
直
面
す
る
た
び
に
、

入
札
契
約
制
度
、
重
層
構
造
是
正
な
ど
が
議
論
さ
れ
て

き
た
が
、
大
き
な
変
化
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
わ
ず
か
こ
の
二
年
半
で
「
産
業
再
生
」「
担

再
生
へ
元
請
と
下
請
が
腹
を
く
く
る

ス
ト
の
削
減
や
効
率
化
、
顧
客
の
費
用
対
効
果
を
見
え

る
化
さ
せ
る
ソ
フ
ト
の
提
供
を
行
う
も
の
で
、
究
極
の

「
顧
客
囲
い
込
み
」
と
も
い
え
る
。
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対

策
と
し
て
の
維
持
・
修
繕
・
更
新
、
新
設
施
設
へ
の
提

案
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
建
設

市
場
で
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
伸
び
し
ろ
は
非
常
に
大
き
い
。

　

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
コ
ン
カ
レ
ン
ト
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」（
設
計
か
ら
製
造
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
の
同
時
並
行
処
理
に
よ
る
量
産
ま
で
を
短
期

化
す
る
開
発
手
法
）
だ
。
コ
ン
カ
レ
ン
ト
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
化
は
、
建
設
産
業
で
も
進
む
Ｂ
Ｉ
Ｍ
・
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
効
果
で
あ
る
、
早
い
段
階
で
多
く
の
課
題
や
リ
ス

ク
を
解
決
す
る
フ
ロ
ン
ト
・
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
広
義
と

も
い
え
る
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
コ
ン
カ
レ
ン
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
化

は
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
投
資
の
全
体
最
適
化
を
目
指

す
非
製
造
業
、
イ
ン
フ
ラ
を
使
っ
た
都
市
経
営
を
目
指

す
行
政
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
、
Ｃ

Ｍ
、
民
間
提
案
を
採
用
す
る
入
札
な
ど
多
様
な
入
札
契

約
制
度
が
広
が
り
始
め
た
こ
と
が
証
左
だ
。

　

中
長
期
的
に
全
体
最
適
化
を
広
く
判
断
す
る
「
ゾ
ウ

の
時
間
」
で
自
社
の
企
業
戦
略
や
個
別
事
業
の
提
案
判

断
を
行
い
、
行
動
は
「
ネ
ズ
ミ
の
時
間
」
で
対
応
す
る

こ
と
が
、
い
ま
建
設
産
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
言
い

換
え
る
と
、
建
設
産
業
が
再
生
す
る
に
は
、
長
期
的
思

考
と
実
行
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
、
二
つ
の
時
計
を
持
て

る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

ゾ
ウ
の
時
間
、ネ
ズ
ミ
の
時
間

H
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麦 

一
粒

ヌ
の
成
長
が
ヒ
ト
よ
り
も
六
、七
倍
速
い
こ
と

か
ら
転
じ
て
、
技
術
革
新
な
ど
の
変
化
ス
ピ
ー

ド
が
激
し
い
こ
と
を
表
現
す
る
と
き
、「
ド
ッ
グ
イ
ヤ

ー
」
と
い
う
こ
と
ば
を
よ
く
聞
く
。
成
長
度
合
い
を
一

秒
、
一
分
、
一
時
間
、
一
日
と
い
う
同
じ
モ
ノ
サ
シ
の

時
間
に
し
て
、
イ
ヌ
の
一
年
が
ヒ
ト
の
六
、七
年
に
相

当
す
る
わ
け
だ
が
、
い
ま
建
設
産
業
で
も
「
ド
ッ
グ
イ

ヤ
ー
」
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
多
く
の
国
民
が
高
揚
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
八

月
末
の
衆
議
院
総
選
挙
。
投
票
日
前
日
の
街
頭
演
説
制

限
時
間
ぎ
り
ぎ
り
の
夕
方
、
自
民
党
と
民
主
党
の
両
党

首
は
、
東
京
・
池
袋
駅
の
東
口
と
西
口
で
最
後
の
演
説

を
行
っ
た
。
駅
の
東
西
を
結
ぶ
連
絡
通
路
は
大
勢
の
聴

衆
で
通
行
も
ま
ま
な
ら
ず
、
国
政
選
挙
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
肌
で
感
じ
た
。
そ
の
結
果
、
九
月
に
は
民
主

党
の
鳩
山
政
権
が
発
足
し
た
。
あ
の
熱
気
も
、
よ
く
考

え
る
と
時
間
に
し
て
わ
ず
か
六
年
前
の
こ
と
。

　

た
だ
、
政
権
交
代
と
い
う
劇
的
な
変
化
は
三
年
後
の

イ
大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く


